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七
夕
ま
つ
り

藤
田
保
育
園

藤田保育園では、園児一人ひとりの

夢や願いごとを短冊に記して、みんな
で七夕飾りをつくりまし た。 ７月５日

の「七夕まつり」ではお話や紙芝居に

より 七夕の由来を聞いては、歌やお 遊

戯をし、会食会を開きました。
園児たちの夢は「バリ ケンジャー」

や「ドレミ ちゃん」とテレビのヒ ーロ
ーになること。子どもらしい夢を微笑

ましく思いながら、この子たちの健や

かなる成長を星に祈ります。



台
風
６
号

大
き
な
つ

め

跡

台
風
六
号
に
よ
る
豪
雨
は
、
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
大
き
な
つ
め
跡
を
残
し

ま
し
た
。
七
月
十
日
か
ら
の
降
り
続
い
た
総
雨
量
は
二
〇
〇

叩
と
な
り
、
土
砂

崩
れ
を
起
こ
し
、
十
一
日
早
朝
に
は
、
阿
武
隈
川
の
増
水
に
よ
り
排
出
さ
れ
な

い
、
佐
久
間
川
、
滝
川

、
滑
川
な
ど
か
ら
、
一
部
堤
体
崩
落
を
と
も
な
う
越
水

に
よ
り
、
急
激
か
つ
広
範
囲
に
わ
た
る
浸
水
を
お
こ
し
ま
し
た
。

岡

見

町
災

宵

対
策

本

部

は
十

一
日

零

時

四
卜

分

に
設

置

さ

れ
、

午
前

八
時
一
二
十

分

に
徳

江

前
原

地
区

六

匪

帯

に
避

難
勧

告

を
発

令

、
自

主

避

難
も

含

め
十

匪

帯

。一
。十

六
名

が

一
時

避

難
し
ま

し

た
。

人
的

な
被

害

は
な

か

っ
た
も

の

の
、

住
宅

へ

の

浸
水

、
農

業

被
害

な

ど

甚
大

な

被
害

を

も
た

ら

し

ま

し

た
。

町

災

害
本

部
発

衣
の

被
害

状
況

（

卜
五
日

現

在

）
で

は
、

床
Ｌ

浸

水

卜

棟
、
床

ド
浸

水

一
棟

、
物

置

等

三
卜

棟

、
Ｌ

砂
崩

れ

三

卜

四
力

所

、
堤

防
決

壊

四
力

所

、
道

路

の
通

行

止
め

五

ヵ

所
と

な

り
、
ａ

地

へ

の

冠
水

も

四
卜

」`
を
超

え

ま
し

た

。
（
被
稗

額
等

詳

細
は

現
在

調
介

中

）

こ

れ

ほ
ど

の

災
害

は

平

成
十

年

の

八
月

末
豪

雨
以

来

の

も

の
で

、
町

で

は
今

後

被
災

さ

れ

た
方

へ

の
対

策

を
は

じ

め
、

道

水
路

や

堤
体

な

ど

の
災

害
復

川
嘔

業

に
取

り
掛

か

り
ま

す
。

水没した徳江前原地内の田畑

水に覆われた住宅　徳江二階間々地内



住
宅
浸
水
・
土
砂
く
ず
れ

田
畑
が
湖
水
に
変
ぼ
う

1 .
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
に

よ
り
、
河
川
は
み
る
み
る
増
水

し
、
ト

ー
日
午
前
零
時
三
十
分
、

阿
武
隈
川
の
水
位
が
三
ｍ
を
超

え
る
と
、
各
河
川
で
は
逆
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
十
一
日
早
朝

に
は
吐
け
囗
の
な
い
水
が
越
水

し
は
じ
め
ま
し
た
。

徳
江
二
階
間
々
地
区
で
は
排

水
ポ
ン
プ
の
稼
助
も
、
処
理
能

力
を
超
え
る
内
水
に
よ
り
水
が

溢
れ
始
め
、
徳
江
前
原
地
区
で

は
増
水
し
た
佐
久
間
川
の
水
に

よ
り
工
事
中
の
堤
体
は
崩
落
し
。

農
地
を
水
没
さ
せ
住
宅
に
押
し

寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
江
北

久
保
、
西
大
枝
欠
ド
地
Ｋ
で
は

滝
川
と
滑
川
の
堤
防
越
水
や
決

壊
に
よ
り
、
一
面
の
湖
水
へ
と

変
ぼ
う
し
ま
し
た
。

総
雨
敬
二
〇
〇

四
の
豪
雨
は

各
地
で
土
砂
崩
れ
を
お
こ
し
、

道
路
を
寸
断
し
、
五
路
線
が
通

行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

滝
川
上
流
部
で
は
濁
流
が
小
坂

太
Ⅲ
橋
付
近
の
堤
体
を
崩
落
さ

せ
ま
し
た
。

兩
は
午
前
七
時
頃
に
小
ぶ
り

と
な
り
、
阿
武
隈
川
の
水
位
も

八
時
の
六
ｍ
．二
六

｀
を
ピ
ー
ク

に
引
き
始
め
ま
し
た
。
徳
江
前

原
地
区
で
は
、
家
の
半
分
を
覆

っ
て

い
た
水
も
午
後
四
時
に
は

引
い
て
地
面
を
表
し
、
避
雌
勧

告
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
避
難

さ
れ
た
方
々
は
家
に
戻
り
水
に

濡
れ
た
家
財
な
ど
の
片
付
け
作

業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
三
・
四
分
団
は
十

日
午
後
九
時
頃
か
ら
自
主
警
戒

態
勢
を
と
り
、
危
険
箇
所
の
点

検
な
ど
対
応
に
あ
た
り
、
町
災

害
対
策
本
部
の
設
置
と
と
も
に

各
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。
午
前

瓦
時
に
は
消
防
団
全
団
へ
出
助

要
請
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
建
設
業
協
会
に
よ
る
災
害
箇

所
の
応
急
処
置
等
の
対
応
や
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
炊
き

出
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

被害概要7 / 15現在）

住宅 ・床上浸 水　10世 帯32 人

(徳 江．前原６世帯19人・二階 間々 ２

世帯７人・北久 保１世帯 ２人)

住宅 ・床下浸水　l t!!帯　 ４人

( 石毋田弁天沢 １世帯４人)

ａ 家物置・住宅 物置　 浸水34棟

土砂崩れ　3･1箇所

(町道関係10箇所　 震林道関係17箇所

水道関係５箇所　 県道 ２箇所)

田畑の冠水

森江野地区13.  a　 田9.  a 畑3 , 5ha

(前原 ・舟場 ・北久保など)

大枝地区27.5ha　 田い .5ha 畑16.【】ha

(西大枝欠下･川内新割･川内小又など)

河川被害

堤防決壊４箇所( 滝川・滑川)

水道　 徳江地区ｌ〕戸 断水

(和平橋崩落による配水管の破損)

濁流で崩落し た滝川の堤体(小坂太田橋付近)

破
堤
し
た
滑
川
の
堤
防

徳江前原地内土のうにより浸水を食い止める

阿
武
隈
川
（
舟
場

）
の
水

位

主

な

励

き



国
見
町
農
業
委
員
一
般
選
挙

新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る

任
期
満
了
に
と
も
な
う
国
見
町
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
は
、
七
月
二
日
に
告
示
さ
れ
、

選
挙
で
選
出
さ
れ
る
定
数
ｔ

五
人
に
対
し
、
同

数
の
立
候
補
と
な
り
無
投
票
当
選
で
、
新
し

い

ａ

業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
当
選
さ
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
、
現
職
十
二
人
新
人
三
人
で

す
。
任
期
は
七
月
二
十
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
十
五
名
と
、

町
長
選
任
委
員
（
議
会
推
薦
五
名
以
内
、
農
業

協
同
組
合
推
薦
一
名
、
共
済
組
合
推
薦
一
名
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。
七
月
下
句
に
召
集
さ

れ
る
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
会
長
及
び

同
職
務
代
理
者
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
は
農
地
の
権
利
移
助
の
審
査
を
通

じ
、
農
地
の
保
護
と
利
川
促
進
を
図
る
ほ
か
、

農
家
の
利
益
を
守
り
地
域
の
推
進
役
と
し
て
活

助
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

農

業

委

員

当

選

者

（
敬
称
略
・
届
出
一

）

氏

名
　
　
　
　

住
　

所
　
　
　

改
選
回
数

佐

藤
　

定
司
　

森
山
字
東
新
田
1
2
　
　二

瀬
戸
　
　

孝
　

西
大
枝
字
Ｌ
台
3
9
　
　三

松

浦
　

欽

一
　

大
木
戸
字
巾
穗
９
　
　
二

佐

藤
　

且

雄
　

石
母
田
字
築
山
７
　
　
二

武
田
　

正
利
　

森
山
字
ｈ
鶉
町
4
2
　
　二

村

上
　

正

勝
　

徳
江
字
佐
野
台
3
2
　
　二

八

島
　

進

一
　
尚
城
字
広
地
4
2
　
　
　新

阿
部
　

泰
藏
　

石
母
田
字
駒
場
旧
　
　
新

菊
地
　

忠

一
　

塚
野
口
字
福
田
3
1
　
　新

高
橋
八

千
代
　

山
崎
字
水
門
1
4
　
　
　四

井
砂
　

善
榮
　

西
人
枝
字
尾
商
松
1
6
　五

渋
谷
　

福
重
　

光
明
か
字
土
＃
1
8
　
　二

鈴
木
　
　

薫
　

川
内
字
内
h
2
8
　
　
二

黒
田
　

勝
夫
　

泉
Ⅲ
字
足
洗
2
6
　
　
二

朽
木
　

勝
之
　

小
坂
字
前
刀
　
　
　

五

当選証書の交付を受ける新農業委員の方々

（７月８日の当選証書交付式）

金 ばれん
受賞祝賀会

国
見
町
消
防
団
の
金
ば
れ
ん
受
賞
を
祝
う
祝
貿
会

は
、
六
月
二
十
九
日
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
国
見
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
冨
永
武
夫
町
長
が
「
消
防
団
が

こ
れ
ま
で
築
き
あ
げ
た
成
果
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え

た
町
民
協
力
の
た
ま
も
の
で
大
変
な
名
誉
な
こ
と
で

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
高
橋
力
団
長
も
経
過
報
告
を

兼
ね

『
さ
ら
に
精
進
し
、
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
活
動

を
進
め
ま
す
。
』
と
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
花
田

勗
福
島

民
報
社
長
か
ら
パ
ネ
ル

が
贈
呈
さ
れ
、
瀬
戸

明
人
県
北
地
方
振
興
局
長
や
佐
藤
忠
美
町
議
会
議
長

ら
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
祝
宴
で
は
、
町
消
防
団
員
を
は
じ
め
各

極
団
体
か
ら
約
一
’百

名
が
参
加
し
、
金
ば
れ
ん
受
賞

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
消
防
団
の
一
層
の
活
躍
、

発
展
を
祈
り
ま
し
た
。



朝
内

俊
雄
先

生

へ
叙
勲

勲
五
等
瑞
宝
章
の
栄
誉

元
校

長

、
朝

内
俊

雄

さ
ん
（
山

崎

寓

舘
）

が
六

月

。
冂
に

勲
丘

等

瑞
宝

び

を
受

収
し
ま

し

た
。

七

月

八
日
朝

内

さ
ん

の
自

宅
に

お

い
て

、
冨

永

武
夫

国
見

町
長

よ

り

、
勲
記

と

勲
章

が
伝

迷
さ

れ

ま
し

た

。

朝
内

さ

ん
は

、
昭
和

十

年
三

月
ニ

ト

。
囗

藤
田

尋

常
小

学
校

訓

導

と
し
て

教
職

に

就

い
て
以

来

、
昭

和
四
十

九

年
四

月
Ｌ

保

原
小

学
校

校
長

を

退
職

す

る
ま

で

、
戦
前

。
戦

中

、
戦

後

の
激

動

の
時
代

を

と

お
し
三

卜
九

年

問

に
わ

た
り

、
将

来
を

担

う
子

ど
も

の

教
育

に

つ
く
し

、
教

育

の
充

実
と

進
展

に

大
き

く
貢

献

さ

れ
ま
し

た
。

特

に
、

藤
田

小

学

校

で

は

実

に

Ｉ
．
卜

匕

年

間

（
教

頭
と

し
て

。瓦
年
間

）

に
わ

た
り

教
壇

に

立
ち

、
当

町
に

多

く
の

教

え
ｒ

が

い
ま
す
。

朝

内
先

生
は

人
正

三

年
五

月

に
人

字
森

山

に
生

ま
れ

、
今

年

ハ
ト

ハ
歳

の
米

寿

を
迎

え
ら

れ

て
の

受
章

と
な

り

ま
し

た
。

瓦

年
ほ

ど
前

に
体

調

を
崩

さ
れ

、

充
分

な
回

復

に
は
至

っ
て

い
な

い
も

の

の
、
叙

勲
伝

達
時

に

は

元
気

な
姿

を
現

し

ま
し

た
。「
こ

れ
ま

で
叙

勲

の
受
な

を
テ

レ

ビ

等
で

囗
に

す

る
が

、
わ

た
し

が

受
収

す

る
と
は

」

と
驚
き

な

が

ら
も

。
勲

び
を

つ
け

て
み

る

と

満
面

の
笑

み
で
μ

び
を
か

み
し

め
て

お
ら

れ
ま

し
た

。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

町
民
み
な
さ
ん
に
よ
る

き
れ
い
な
町
づ
く
り

七
月
は

河

川
愛

護
月

間
で

す
。

じ
月

七
日

に

は
町
内

一
斉
に

河

川

を
は
じ

め

逆
路

、

側
溝
な

ど

を
清

掃
す

る

、
ク
リ

ー
ン
ア

ッ

プ
作

戦

が
展

開
さ

れ
ま

し
た

。

（
石

母
田

地

区
は

六
月
一
一
十

三

日
実

施

）
今

年
で

二
十

一
回

で

、

六
十

三
す

べ

て
の

町
内

会
か

ら

Ｊ
．
千
肖
人

が

参
加

し
ま

し
た

。

町

内
会

叭

位
に

早
朝

か
ら

作

業
は

始

ま
り

、
河

川
敷

や
道

路

沿

の

草
刈

り
や

ゴ
ミ

拾

い
、

側

溝

の

泥
あ

げ
な

ど
清

掃
活

動

が

展

開

さ
れ
ま

し

た
。

こ
の

囗
集

ま

っ

た
ゴ
ミ

は
ト

ト

ン
を

超

え

る

膨
大

な
量

で

、
町

建
設

業
協

会

の
協

力
で

回

収
さ

れ
ま

し
た

。

六枝小学校に

｢緑の少年団｣結成

人枝の自然を愛し 守り育てるため。

本仕活助を進めようと､組合 立大枝小

学校「緑の少年団」が結成され、六月

二1-八日の結団式が行われ ました。

式では酒井奈津美団長（六年 ）へ団

哄が贈 呈され､緑の帽ﾐrとスカーフを

まいた団員は「自然 を愛し、育み、そ

して友情の輪を広げ ます」と晢い まし

た｡このあとオオヤマザクラの記念植

樹が行われまし た。

同校の緑の 少年団は 瓦･六年生 三十

七名で構 成されました｡昨 年花い っぱ

い運動で県 知 事賞 に卿い たの をはじ

め､これ までも緑化事業を進めており、

今後さ らにＰＴＡ や地域の 方々と連

携し一川の活動 が期待され ます、



電
子
自
治
体
の
構
築
へ

地
域
イ
ン
卜
ラ
整
備
に
着
手

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
卜
上
に
役
場
の
窓
口
を
つ
く
り
、
時
間
や
場
所
な
ど
に
制
限

さ
れ
な
い
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
電
子
自
治
体

の
構
築
に
向
け
、
国
見
町
で
も
そ
の
基
本
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
構
築
に
は
、
役
場
に
お
い
て
も
電
子
文
書
に
よ
る
情
報
管
理

や
各
部
署
と
の
情
報
の
共
有
化
、
国
や
県
な
ど
と
の
電
子
文
書
交
換
な
ど
、
高

度
な
情
報
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
三
月
の
国
の
補
正
予
算
に

よ
り
、「
国
見
町
地
域
イ
ン
卜
ラ
ネ
ッ
卜
基
盤
整
備
事
業
」
が
採
択
と
な
り
、
現

在
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

地
域
イ
ン
卜
ラ
ネ
ッ
卜
事
業
て
何
？

国
兄
町

の

情
報

基
地

を

役
場

に
置

き

、
役

場
と

各
学

校

や
観

月
台

文
化

セ

ン

タ
ー

、
地
区

集

会
施

設

、
公
立

藤

川
病

院

な
ど
卜

七

ヶ
所

を
光

ケ
ー

ブ
ル

で

結

ぶ
鳥
速

ネ

ッ
卜

ワ

ー
ク
を

整

備
し

ま
す

。（
Ｌ

の

㈲
参

照
）
こ

れ

と

と
も

に
役

場
内

で

も
庁
内

Ｌ

Ａ
Ｎ

（

役
場

内
部

の
ネ

ッ

卜
ワ

ー

ク
）

を

整

術
し

、
こ

れ

ら
を

相
互

に
接

続
す

る

こ
と

に
よ

り

、
各

施
設

闘
で

の
文

μ

交
換

や
連

絡

を
ネ

ッ
卜

ワ

ー
ク

を

介
し

て

行

う
こ

と
に

よ
り

、

迅
迷

な

サ

ー
ビ

ス

の
提

供
を

目
指

し
ま

す
。

イ

ン
卜
ラ

ネ

ッ
卜

と
は

、
閉

じ

ら

れ

た
範

囲
で

の
ネ

ッ

卜
ワ

ー

ク
（
こ

こ

で
は

町

の
公
共

施

設
な

ど

）
を
指

し

、
現

在

光
ケ

ー
ブ
ル

の

布
設

や
コ

ン

ピ
ュ

ー

タ
ー

の
導

人
に

よ

る
「
国

兄
町

地

域

イ
ン
卜

？

不
ッ

卜
基

盤
整

備
嘔

業

」

を
す

す
め

て

い
ま
す

。

情

報
は
選
択
さ

れ
各
家
庭
へ

今
後
は
、
役
場
で
保
有
し
て
い
る

愉
報
は
、
個
人
情
報
に
関
わ
る
担
当

の
み
が
扱
う
も
の
、
内
部
で
共
有
す

る
も
の
、
広
く
公
開
す
る
も
の
に
選

別
さ
れ
、
公
開
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
卜
上
の
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
供
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

何
が
で
き
る
の
？

現
在
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
き
め
細
か
で
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
当
而
は

各
種
お
知
ら
せ
や
町
民
皆
様
か
ら
の

町
へ
の
意
見
・
要
望
等
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
一
部
実
施
済
み
）
ま
た
、
図
書
家

の
蔵
μ

リ
ス
卜
や
、
各
施
設
の
予
約

等
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
卜
に
接
続
可

能
な
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
校
に
お
い
て
は
、
運
動
会
や
各

種
発
表
会
の
映
像
な
ど
、
学
校
か
ら

の
情
報
発
信
を
進
め
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
等
の
交
流
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
各
種
イ
ベ
ン
卜
の
映
像
や
議
会

の
中
継
等
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、「
町

民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

を
図
っ
て
行
き
ま
す
。 プロポーザル協議審議会

この事業は、コンピュターネッ卜ワークなど

極めて専門的な知識が必覩なことから、ｌ では
大字敦授など8名からなる畧齒委員会を設置し。
施行実者を選定するフロ ポーザル万式により

進めらｎました。

ッ卜基盤施設整備事業概要図



電
子
の
総
合
行
政
窓
口
の
開
設

現
在
、
各
種
申
請
や
予
続
き
は
役

場
に
出
向
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
数
年
後
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
辿
じ
家
庭
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
何
時
で
も
何
処
で
も
申
請
や
川
出

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
転
出
転
人
の
届
出
や
、
併
せ
て

電
話
や
電
気
の
移
転
申
込
等
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
電

ｙｒ
の
総
介
行
政
窓
口
で
す
。

こ
れ
に
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を
認

証
し
た
り
、
個
人
情
報
を
守
る
た
め

の
条
件
が
不
可
欠
で
、
国
で
は
嘔
成

十
七
年
を
目
途
に
順
次
整
備
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

い
将
来
は
、
役
場
に
来
る
こ
と
無
く
、

各
極
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
企
画
商
工
係

５
８
５
-
2
9
2
7

国見町 イントラネ

全国住民基本台帳の

ネツトワーク化
｢住民票コード｣をお知らせします

平成14年8月5日か ら全国 のili区 町村が 管理す る住

民基本台帳 の情報は、‐ 斉に都道府県や国の行政機関

と共通のコンピ ュータネットワー クで結ばれます。

今回始まるサービ スは、年金申 請や児 童扶養手当な

ど10省庁所管 のＳ 事務が､ 法排の定めるところにより

順次住民票写しの添付がいらなくなります。

住民基本台帳は､ 居住関係の確認や選挙人名簿の登

録及び国民 健康保険 一国民年 金。 児童手｀11、その他の

事務処理の 基礎となる台帳です。 今回、住民基本台帳

をネットワークで結 ぶために、新たに11桁の数字によ

る『住民票コード 』が 一人ひとりに付番されます。

この『住民 票コード』 番号のお知らせについては、

法律の施行される8月511以降に郵送するyS定です。

なお、本格的稼動となる来年8月以降は、 全国 どこ

の 市区 町 村 でも 住民 票 の

写しの交付や転出・転入ｆ

続 が 一一回 で 済む サ ービ ス

が開始されます。

また、これらの申請に必

要 な住 民 基 本台帳 カー ド

（ ＩＣカード）登録も始 ま

り ます。

個人情報保護に万全を期しつつ 、ＩＴ社会に対応す

る ため住基ネットを構築していき ます。

●平成14 年８月以降順次冥籌

●平成15 年８月実施予定

問い合わせ

住民課戸籍住民係　585 ｰ2115



くにみの日
９ 月２ ３ 日 義経 まつり

実 行 委 員 会 始 動

六

月

二
卜

。九
日

開
催

の
「
国

兄
町

ま
ち

づ

く
り
推

進

朏
議

会

」
（
佐

藤
忠
美

会

長

）
に

お

い
て

。
『
義

経
ま

つ

リ
』
を

今
年

も
継

続
し

て
開

催

す
る

こ
と

が
決

定

さ
れ

ま
し

た

。
唹

成

八
年
か

ら

八
回
辿

続

、
同

協
議

会

が
主

催
し

て

二
回

目
に

な
り

ま

す
。

同

協

議

会

で

は
町

民

み

ん

な

の
イ

ベ

ン

ト

に
す

る

た

め

。
昨

年

に

引

続
き

①

実

行

委
ｎ

会

の

般

齔

②
広

く

協
賛

金
を

お
願

い

す
る

こ
と

と
し

、
さ
ら

に
町

民
有

志

を
広

く
募

る
こ

と

と
し
ま

し

た
。

こ

れ
に
よ

り
「

義
経

ま
つ

リ
」
の

具

体
的

運
営

を

批

う

、
「
義

経

ま

つ
り
実

行

委
員

会
」
（
斎

藤
μ

助

実

行

委

員

長

）
が
、
町
内

各

団
体

な

ど
を
代

表

す

る
約
町

名

に

よ

り
組

織

さ
れ

、
七

月
卜

二
日

結

成
会

議
が

開
催

さ

れ

ま

し
た

。
設

営

部
、
武

者
行

列
部

、
イ

ベ
ン
ト

部

な

ど

７

つ

の
部

に
よ

り
実

行
委

員
会

を

構
成
し

ま

す
。
九
月

ニ
ト

ご
。日
（
く

に

み
の
日

）
開
催

に
向

け
て

、
義

経

ま

つ
り

が
始
動

し

ま
し

た
。

参　加

協力の

お願い

さらに町民 総参加の事業と するため 、町 内

各種団 体及び町民の有志（ボランテ ィア）の

参加を募集いたしす。随時受け 付け ますので、

希望の方は下記までご連絡く ださい 。

問い合わせ・参加申込み

国見町まちづくり推進協議会 事務局(役鳩企画商工課内〉
( 5 ) 四 27 ( 5 ) 21 引 e?mail kikaku55@gl｢･ een. ocn. ne.jp

▲7 月12日開催さ れた義経まつり実行委員会

義経まつり協賛金

協 力 の お 願 い
町民みんなの１ づくりのイベント とす

るためにも、昨年同様広く町民竹様の 参

加と運営資 金のご協賛をお願いするこ と

とし ました。何卒、趣旨ご理解の.lj翕力

いただ きますようお願い申し上げます。

「義経 ま つ り｣ 事 柴 費( 概 算)  0 万 円

財源内訳

・町 補助金　　　　　3(x) 万円

・町内各世帯　　　　　120 万円

・町内各串業所　　　　 Ｓ 万円

・ 商工会･ＪＡ伊達みらい 匐万円

目標
各世帯　1 口 ａｘ祠以上
８企矍　１(コ5.帥)円以上

国 見町 まち づ く り 推 進 協 議 会

義 経 まつ り教科 書 に掲 載

全国的に知られることに

「義経 まつリ」が教科書 に掲 載さ れまし

た。 東京書籍発行の『 新しい社会６上』の30

ページに、右のとお り写真 により「国見

町（福島県）の義経祭り」と紹 介されてい

ます。

この 教科 書は今年改 訂さ れた小 学校６

年生用で、県下 すべての公 立学校で使用さ

れており、全国でも55 ％と最も多く用いら

れてい ます。 日本の歴史の「３源頼朝と武

士の世の中」で の掲 載され たもので、この

ことから「義経まつ り」が 全国的に知られ

ることとなります。 (東京書籍発行｢新しい社会６上｣の30ペ ージより)



平成１４年 度

国民健康保険税
前年度水準に据え置き

六
月
十
九
日
招
集
の
国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
国
民
健

康
保
険
分
（
医

療
給
付
費
）
と
介
護
納
付
金
か
ら
な
る
、
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
率
（
あ
ん
分
率
）
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
十
三
年
度

の
所
得
と
医
療
費
な
ど
が
確
定
し
た
の
を
う
け
て
改
正
し
た
も
の

で
、
医
療
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
並
み
の
水
準
に
押

さ
え
る

た
め
十
三
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
繰
越
金
等
減
税
財
源
七
千
万

円
を
充
当
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
一
世
帯
当
り
十
三
万

六
千
百
十

三
円
で
前
年
比
一
・
九
％

の
増
と
な
り
、
ま
た
、
介
護
納
付
金
で

は
昨
年
度
の
実
績
に
基
づ
き
一
世
帯
あ
た
り
一
万
九
千
九
百
十

六

円
で
一
六
・
九
％
の
減
、
加
入
者
の
負
担
軽
滅
に
努
め
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
は

医
療
給
付
費
と
介
護
納
付
金

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療

給
付
費
分
と
、
四
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
方
が
含
ま
れ
る

匪
帯
の
介
護
納
付
舍
分
か
ら
な

つ
て
い
ま
す
。
税
額
に
つ
い
て

は
、
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等

割
、
嘔
等
割
の
四
つ
を
基
本
に

算
出
し
、
吐
帯
ご
と
の
保
険
税

を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
い
算
出

方
法
は
お
川
け
さ
れ
る
平
成
卜

四
年
皮
国
民
健
康
保
険
税
納
税

辿
知
潛
に
此
帯
ご
と
の
課
税
内

沢
が
£
祓
さ
れ
て

お
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
税
通

知
書
は
世

帯
主
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
辿

知
占
は
。
賤
帯
上
の
方
へ
お
川

け
し
ま
す
。
匪
帯
ド
の
方
が
国

保
に
加
人
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
家
族
の
巾
に
閥
保
加
人
者

が

い
れ
ば
匪
帯
ｔ

が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
忘
れ
ず
に

保
険
税
は
健
康
を
守
り
。
介

護
を
支
え
る
人
切
な
財
源
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し

よ
う
。
税
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
滞
納
者
に
は
厳
し

い
措
置

が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

ｇ
5
8
5
1
2
7
7
ｎ
Ｏ

平 成14 年 度 国民 健康 保 険 税 の 税 率

(あん分率)

国民甓麋保険分

(医療垢付貫分)

介護納付

金分

所得割

(所得額に応じ計算)

4.95％

(4.80％)

0.60％

(0.73％)

資産割

(固定資産税に応じ計譁)

22 田 2 %

(23.21％)

4.45 %

(  5.43 % )

被保険者均等割額

(加入者一人ひとりに加霖)

22.166円

( 22.4 円)

4.9 円

( 5.976円)

世帯別平等割額

(一世帯に応じ加算)

22.7 田円

(22,857円)

3.2 円

( 3.932円)

課税限度額

(課税される上限額)
53万円 7万円

（　 ）は13年度

世帯及び一人当たりの平均税負担額 (年額/円)

＼
国民健康保険分
(医療給付費分)

介護納付金分

世帯当たり 一人当たり 世帯当たり 一人当たり

14年度 1  ｺ 13 59. 9 19.916 13. 3

13年度 1 . 617 .  1 23.952 16. 図 4

増減額 2.4 418 △4. O △2.701

保険税の軽減について

次の 条件に当てはまる世帯については､ 均等割及

び平 等割がそ れぞれの割合で軽減されます。

・ ７割軽減…国保 加入者全員の前年 度分の総所得

金額 等が33万円以下の世帯。

・ ５割軽減…国保 加入者全員の総所 得金額等 が33　

万円 に被保険者（ただし 納税義務者を除く口 人

につ き24万 ５千円を加算し た額以下の世帯。

・ ２割軽減…国保加 入者全員の総 所得金額等 が33　

万 円に被 保険 者１人につき35万円を加 算し た韻

以下の 世帯。（申 翻書の 提出 が必要）

40歳から64 歳までの方の介護
保険料は国保税として納めます

４０歳か らG4歳 までの 方の 国民 健康保 険加

入者の介護保険 料は、保険税として算定し、

医療給 付費 分ととも に一括で 国保税 として

納めることになります。

４０歳 未満の 方や65歳以 上の方 には 算定に

含めません。



平成１３年

度 介護保険

利用の概要

平
成
十
二
年
四
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
も

今
年
で
三

年
目
を
迎
え
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
介
護

保
険
は
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
方
を
社
会
全
体
で
支
え

る
制
度
で

、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
認
定
状
況

平

成
十

四
年

三

月
末
で

の

要

介
護

（
要

支
援

）

認
定
者

は

左

の
グ

ラ
フ

の
と

お

り
に
一
三

五

名
で

前
年

同
月

と

比

ベ
ニ

ト

名

、

九
％

の
仲

び
と

な

っ
て

い
ま

す
。

六

卜
五

歳
以

匕

の
第

一
り

被

保
険

者

气

七

七

九
名

に
占

め

る
割

合
は

八
・
丘
％

で

約
ト

ニ
・

五
人

に
一

人
が

認

定
さ

れ
て

い

る
こ

と

に
な
り

ま

す
。
ま

た

、

年
齢

区
分

で
は

七

十
五

歳
未

満

の

方
が

三

卜
九
名

、
七

卜
五

歳

以

‐
1
1

の

方

が
一

八
六

名

の
内

訳

と

な

っ
て

い
ま

す
。

介
護
の
受
給
状
況

認
定

者
の

う
ち

在

宅

の
方

は

一

九
一

名
で

、
施

般
利
用

者

は

四

卜
四

名
で

す
。

ま

た

、
在

宅

で

介
駿

サ

ー
ビ

ス

を
受
け

る

た

め

の
ケ

ア
プ

ラ

ン
の

作

成
は

一

瓦
一
名

で

う
ち

サ

ー
ビ

ス
を

利

川

し
て

い

る
方

は
一

三

〇
名

と

な

っ
て

お

り
、

施
設

利
用

者

を

含

め
る

と

、
認
定

を
受
け

て

も

六

十
一

名
の

方

は
介

護

保
険

の

給

付

を
受
け

ず

に
家

族

等
の

介

護

を
受

け
て

暮

ら
し

て

い
ま

す
。

認

定
者

総

数
に
対

す

る

介
護

サ

ー

ビ
ス

受

給
率

は

約
七
十

四
％

と

な
り

ま

す
。

主
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
居
宅
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
と
も
時
期
的
な
利
川
状

況
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
年
間

を
辿
し
て
緩
や
か
な
上
昇
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
。
訪

問
介
護
や
短
期
入
所
、
町
の
利

川
助
成
の
あ
る
訪
問
入
浴
等
が

多
く
利
川
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
町
の
支
払
う
給
付
費
総
額
で

み
る
と
、
川
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

轟
が
総
額
の
四
十
二
％

。
施
設

利
川
者
が
五
十
八
％
を
占
め
て

お
り
。
前
年
度
か
ら
比
較
し
て

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
川
が
増
え

て
い
ま
す
。

保
険
料

六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被

保
険
者
は
、
三
月
末
現
在
で
气

七
七
九
名
で
保
険
料
は
四
、
三

五
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
十

三
年
度
は
九
月
ま
で
が
特
別
対

策
と
し
て
二
分
の
一
の
額
、
十

月
か
ら
は
全
額
の
徴
収
と
な
り
、

徴
収
率
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

と

個
別
納

付
を
含

め
て
九

十

九
・
八
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

介

護

保

険
に

関

す
る

問

い

合

わ
せ

は

保

健

福

祉

課

福
祉

係

讐
５

８

５
－

２

７

９

Ｑ
り

要介護認定者の内訳

【在 宅 サ ー ビ ス 】 (  H 13.3～H  .  2 12 ヵ月間)

主なサービス 月
平 均

利用者数
一人あたり

髀 第 目 数
甌べ利用目ｌ 介瞶保険で

支払った額

訪 問 介 護 引 . 0人 17.2刈 10,5&3H 3,815n'j

訪問入浴介護 33.8人 2.7 回 |.(XX〕H IXZ36FI･|

訪 問 看 護 21.6人 3.Q･i & 97 回 7.  を 可

訪問リハビリ
テーション

5.3人 4.1川 りqR同 l. 幻 2 円

適 所 介 護 10.3人 8.0 回 S71･･| 8,7岌)Ｔ円

適所リハビリ
テーシヨン

博 .7人 4. 引 ･･11I,{M81･･|8. 千川

短
期 入 所

〈療養･生活〉
19.1人 8.川 9 日 博 .  ( 2 千円

居宅介霞支援 日 3.5人 l.0枦| |，36210110,7!X)T･円

そ　の　 他 S.6 人 － － 14,369T一円

計
.
 9 人

－ － い 2. け ･ 1川

【施 股 サ ービ ス 】

介護保険施鮫
な　　　 ど

.
 6人

.
 7回

.4
 & 3 Ⅱ ｰ . fY78 を



高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し

介

護
保

険
制

度

が
今
年

で

三

年
目

を
迎

え
る

こ

と
か
ら

、

法

律
の

規
定

に
基

づ

き
次
期

三
ヵ

年
（

平
成

十
五

年

～
十

七
年

）

の
介

護
保

険
料

を

定
め

る
基

礎

と
な

る
介

護

保
険
嘔

業

計
画

の

見
直

し

を
す

す
め

て

い
ま
す

。

計
両

は

、
平

成
十
一
一
年

度

か
ら

導
入

さ

れ
た

制
度

の
実

績

を
ふ

ま

え
、

今
後

の
要

介
護

認
定

者

の

見
込

み
や

介
護

サ

ー
ビ

ス
の

利
川

意

向
等

の
状

況

を
勘
案

し

、

関

連
す

る
高

齢
者

保

健
福
祉

丿

業

の
見

直
し

も
含

め
て

次

期
計

画

を
策

定
す

る

も
の
で

す

。
町

で

は
、

今

回
の
見

直
し

に

あ
た

り

町
高

齢
者

保

健
福

祉
計
画

等

策

定

委
員
会

（

委
員

二
十

名
斎

藤

喜
助

会
長

）

を
閧

催
し

、

そ

の
内

容
に

つ

い
て

ご
意
見

ご
要

望
を

反
映

さ
せ

て

い
く
こ

と

と

し

て

い
ま

す
。

介護保険利用料の減免制度

町で は、 低所 得 で生 活の 困難 な方 が、 社

会 福 祉法 人 の 提 供 する 介護 保 険 サ ー ビ ス

（訪問 介護 、通 所介 護、 短期入 所生 活介 護、

特 別 養護 老人 ホー ム 入所 ）を受 けた 場合 、

申 講 により 町と 社 会 福祉法 人 がその 利 用料

の 一 部を 負担 し、 利用 者負 担を 軽 減する 制

度 を実 施し てい ま す。 この 制度 は通 常 の利

用 料10 ％の 負担 のう ち､5 ％分 を町と 社会福

祉法人 で負 担し､ 残 りの5 ％を 利用 者が 負担

する 制度 で、こ の 制度 を利 用 する 場合は あ

ら かじ め 町に 申請 が 必要と なり ま す。 詳し

く は 町役 場保 健 福祉課 福 祉係あ るい は サー

ビ スを 利 用し てい る 社会 福祉 法人 へお 問い

合わ せ下さ い。

お問い 合 わせ

保 健福 祉課福 祉 係　585  ｰ 2793

国見町

国民健康保険加入者
の医療費

県
下
有
数
の
低
い
医
療
費

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
医
療
費
軽
減
を

国
見
町
の
平
成
卜
三
年
度
の
医
療

費
は
、

。
人
当
た
り
平
均
三
卜
万
六

千
八
百
四
卜
四
円
で
昨
年
よ
り
三
・

九
％
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は
、

県
下

九
十
市
町
村
の
う
ち
七
十
二
位

（
昨
年
七
十
九
位
）
で
、
県
嘔
均
額

と
比
較
し
て
も
五
万
五
千
円
ほ
ど
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
（
医
療
給
付
費

分
）
は
、
予
想
さ
れ
る
医
療
費
を
基

本
と
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
医
療
費

が
安
く
済
め
ば
そ
の
分
、
保
険
税
も

軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
平
成

十
ご
。年
度
の
一
人
当
た
り
の
保
険
税

で
は
、
国
見
町
は
県
平
均
を
下
回
り
、

伊
達
管
内
で
も
二
番
目
に
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。

受
診
率
は
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

診
療
を
受
け
る
受
診
率
は
、
当
町

は
県
内

八
位
と
極
め
て
高
く
、
症
状

が
悪
化
す
る
前
に
受
診
し
て
い
る
こ

と
か
ら
一
回
当
り
の
診
療
費
が
低
く
、

医
療
費
総
額
で
も
低
く
な
っ
て

い
ま

す
。公

立
藤
田
総
合
病
院
が
あ
り
、
恵

ま
れ
た
医
療
環
境
に
あ
る
こ
と
。
健

康
づ
く
リ
ヘ
の
意
識
が
高

い
こ
と
な

ど
が
要
囚
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

と
も
、
健
康
管
理
へ
気
を
配
り
、
叭

期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
、
医
療

費
の
低
減
と
健
康
で
住
み
よ
い
国
見

町
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

建
て
替
え
が
進
め
ら
れ
て

い
る
公
立
藤
田
総
合
病
院

一人当 たりの医書費の推移

【問い 合わせl

保健福祉 課国保係　7?585  ｰ 2785



保健だより

.保鈿 蹶 郷で芦健 係 , 僉 ( 5 5 ) 2783

いのちを救う
愛 の献血 に

ご協力 を!!

８月 ５日(月)は国見町の献血の日です。

場
　

所

伊達 みらい 農業協同組合 小坂支店前

八 巻石 材工業（株）国貝.Ｔ 場前

アツ ギ白石（株）国見Ｔ 場前

伊達 みらい農業協同組合 国 見総合支店

生活協同組合 コープ福島 コーブマート国見前

時
　

間

午前９時 ～ 午前10時

午前10時15分 ～ 午前11時45分

正午 ～ 午後１時

午後２時15分 ～ 午後３時45分

午後４時 ～ 午後５畤

※成分献血は､ 検査を含め約１時間かかり ます｡ご協力くださ る方は､あら かじめご連絡ください。

＊＊＊　　 乳　児　健　診　　 ＊＊＊

該　　 当　　 児 実 施　日 受 付 時　間 会　　 場

・３か月児（平成14年５月生まれ）

・９か月児（平成13年卜 月生まれ）
９月26日( 木) 午後１畤匐分～午後２時

観月台文化センター

第１和室

【健診内容】医師の指岬、身長・体重測定、調乳．離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　１歳６ヵ月児健診　＊＊＊

該　　 当　　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成13年２月IEﾖ ～

平成13年４月15日生まれの幼児
９月19日( 木) 午後１時30分～午後２眄

観月台文化センター

大研修室

l健診内容l 内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体･体重測定を行います。

心理判足員による相談・指導･-･子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

栄養指尋（おやつの試食）もあります。

（持参するもの）母子健康手帳と１歳６ヵ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに！

二コニコ相談会(乳幼児健康相談会)の開催について

町
で
は
乳
幼
児
の
健
診
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
新
た
に
対
象
月
数
、

年
齢
等
を
制
限
し
な
い
で
乳
幼
児
に

関
す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
保

健
師
、
栄
養
士
が
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

対

象

者
　

国
見
町
在
住
の
乳
幼
児

及
び
そ
の
保
護
者

実
施
日
時
　
９

月
1
2日
（
木
）

午
前
９

時
3
0分
～
午
前

1
0時
3
0分

会
　

場

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー

第
１
和
室

実
施
内
容
　
身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、

子
育
て
相
談
等

奇
数
月
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り

ま
す
。



インフォメーション

募
　
集

国

見

町

職

員
　

・
゜

（
高
校
卒
程
度
）

国
見
町
で

は
、
平
成
十

五
年
度
に

採
用
す
る
一
般

事
務
（
行

政
）
職
員

（
高

校
卒
程
度

）
を
若
干
名

募

集
し
ま

す
。

▼
受
験

資
格
・
：
昭
和

五
十

六
年
四

月
二
日
か
ら

昭
和

六
十
年

四
月
一
日

ま
で
に

生
ま

れ
た
者
で
、
平

成
十

五
年

三
月
ま
で
に
高

校
を

卒
業

ま
た
は
卒
業
見

込
み

の
者
▼
募
集
期
間

…
七
月

十
七
日
か
ら

八
月

十
六
日

ま
で
（
執

務
時
間
中
に
限

る
。
郵
送
の

場
合
は

八
月

十
四
日
消
印

ま
で
受
付
）

▼
一
次
試

験
日
・：
九
月

二

十
二
日

▼
二

次
試
験
日
・：

一
次
試

験
合
格
者
に

通
知

▼
申
込

用
紙
の
請
求
・
：
申

込
用

紙
は
総
務
課
で

交
付

し
ま

す
。
郵
便
で
請
求

す

る
場

合
は
、
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

▼
申
込

方
法

・
：
◇
申
込
用
紙

に
必
要
事

項

を
記
入
し
、

総
務
課
に

提
出
く
だ

さ
い
。

★
問
い
合

わ
せ

総
務
課
庶
務
係

一`（
５
８
５
）
2
1
1
2

福

島

県

職

員
　

・
゜

（
資
格
免
許
職
・
高
校
卒
程
度
）

▼
受
験
資
格

◇
資
格
免
許

職

（
司
咨

・
看
護
師
等

）

…
職
机

に
よ

っ
て
異
な

る

の
で
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
◇
高
校

卒
程
度
・：
昭

和

五
十
六

年
四
月
二
日

か
ら

昭
和

六
十
年

四
月

一
日

ま

で

に
生
ま
れ
た
者
。

学
歴

は
不

問
。
職
種

に
つ
い
て

は
一
般

・
学
校

・
警
察
事

務
及
び
そ

の
他

の
職
種
が

あ
り
詳
細
は

問
い
合
わ
せ

の
こ
と

▼
受

付
期
間
…

八

月
五
日
～

八
月
二
十
七
日

▼

一
次
試
験
日
・
：
九
月

二

十
九
日

【
市
町
村

立
学
校
栄

餐
職

員

・
事
務
職
員
】

▼
受

験

資
格

◇
栄
養
職
員
・
：
昭
和

五
十

年
四
月
二
日

か
ら
昭

和
五

十

八
年
四
月

一
日
ま

で

に
生
ま
れ
た
者

で
、
栄

羨
士

の
免
許
を
有

す
る
者

又
は
取
得
見

込
み

の
者
◇

◇
事
務
職
員
・：
昭

和
五
十

六

年
四
月

二
日

か
ら
昭
和

六
十
年

四
月

一
日
ま
で

に

生
ま
れ
た
者

▼
受
付
期
間

・
：
一
次
試

験
日
は
［
短

大
・

高
校
卒

程
度
］
と
同
じ

【
警
察
官
Ｂ

】

▼
受
験
資

格
…
昭

和
四
十

八
年
四
月

二
日
か
ら

昭
和
六
十
年

四

月
一
日

ま
で
に
生
ま

れ
た

者
で
、

警
察
官
Ａ

（
大
学

卒
業

程
度
）
の
受
験

資
格

を
有
し

な
い
者

▼
受
付

期

間

…
七
月
二
十
九
日

～

八

月

二
十
日

▼
一
次

試
験
日

・
：
九
月
二
十

二
日

★
問
い
合

わ
せ

福
島
県
人
事

委
員
会

ｇ
（
５
２
１

）
7
5
8
8

国
家
公
務
員

刑

務

官

、

入

国

警

備

官

、

皇

宮

護

衛

官

の

採

用

試

験

が

行

わ

れ

ま

す

。

応

募

期

間

は

七

月

二

十

五

日

か

ら

八

月

八

日

で

す

。

詳

細

は

次

へ

問

い

合

せ

く

だ

さ

い

。

★

人

事

院

東

北

事

務

局

第

二

課

ｇ

０

２

２

（

２

２

１

）
2
0
2
2

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。
h

 
p 
: 
/ 
｢ 
､ 
w
. 
j
i 可
 
i 
･ 
g
o 
｣ 
P

公

立

藤
田

病

院

組

政

（
看
護
師
等
）

公
立

藤
田
病
院
組
合

で

は
平

成
十
五
年
度
に

採
用

す

る
看
護
師
等
を
次

に
よ

り
若
干

名
募
集
し

ま
す
。

▼
応

募
資
格
・：
保

健
師
、

助
産

師
、
看
護
師

い
ず
れ

か
の

免
許
を
有
す

る
も
の

及
び

平
成
十
五
年
三

月
ま

で

に
看
護
大
学
等

を
卒
業

ま

た
は
卒
業
見
込

み
の
者

で
卒

業
後
に
免
許

取
得
予

定

の
者

▼
応
募
期
限

…
九
月
三
十

日
▼
応
募
手

続
・：
応
募
書

類
や
詳
細
は

問
い
合
わ
せ

の
こ
と

▼
一
次
選
考
…
十

月
上
旬

に
選
考
を
行

い
、

結
果

を
郵
便
に
て
通

知
。

二
次

試
験
を
行

い
ま

す
。

◆
放

射
線
技
師
に

つ
い
て

も
募

集
し
ま
す
。
詳

細
は

問

い
合
せ
の
こ
と
。

★
問

い
合
わ
せ

公

立
藤
田
総
合
病

院
総
務

課
ｇ
（
５
８
５

）
2
1
2
1

伊
連

地

方
消

防

組

合
職
裁

（
高
校

卒
程

度
）

伊
達
地
方
消

防
組
合
で

は
。
平

成
十

五
年
度
に
採

用
す

る
職
員
（
高
校
卒

程

度
）
を

若
干
名
募
集
し

ま

す
。

▼
受
験

資
格
…
昭
和

五
十

三
年

四
月
二
日
か
ら

昭
和

六
十

年
四
月
一
日

ま
で
に

生

ま
れ
た
者
（
学
歴

は
問

い
ま
せ
ん
。
）
▼
募

集
期
間

…
七
月
十
七
日

か
ら

八
月

十

六
日
ま
で

（
執

務
時
間

中
に
限

る
。
郵

送
の
場
合

は
八
月
十

四
日

消
印
ま
で

受
付
）

▼
一
次

試
験
日

…

九
月
二
十

二
日
▼
二
次
試

験

日
：
二

次
試
験
合
格
者

に
通
知

▼
申
込
用
紙
の

請

求
・：
申

込
用
紙
は
伊

達
地

方
消
防

組
合
消
防
本

部
、

各
分

署
、
及
び
国
見
町

役

場
総
務

課
で
交
付
し

ま
す
。

郵
便

で
請
求
す

る
場
合
は
、

問

い
合
せ
く
だ

さ
い
。
▼

申
込

方
法
・：
◇
申

込
用
紙

に

必
要
事
項
を
記
入

し
、

伊

達
地
方
消
防

本
部
総
務

課
に
提
出
く
だ

さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消

防
本
部
総
務

課

ｌ`（
５
７

５

）４
1
0
1

夏　に　は
連続休暇を ほっとWEEK

連続 休 暇の 普 及 ・拡 大 は、 労 働 時 間短 縮の た

め の重 点 事 項の 一つ で す｡ 厚 生 労働 省 では｢ ほ っ

と ウィ ー ク｣ をキ ャ ッ チフ レ ー ズに､ 夏 季 連 続休

暇 の普 及 促 進を 呼 び かけ てい ま す。

厚生労働省｢ ゆとりある休暇｣推進協議会



インフォメーション

募
　

集

く
に
み
の
人
フ
ォ

ト
・
゜

コ

ン
テ
ス
ト
　

作
品

募
集

国
見

写
真
倶
楽
部

（
鈴

木
俊
博
会

長
）
で
は

、
第

五
回
長
崎

・
大
分

・
福

島

三
県
交
流

事
業
と
し
て

、

く
に
み

の
人
フ
ォ
ト
コ

ン

テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す

。

日
々
の

生
活
の
中
か

ら
あ

な
た
の

感
性
で
写
し

た
。

「
く

に
み
の
人
」
の

作
品

を
募
集

い
た
し
ま
す
。

優

秀
な
作

品
に
つ

い
て

は
長

崎

・
大
分
両
国
見
町

に
お

い
て

も
展
示
さ
れ
ま

す
。

◆
募
集

要
項

▼
テ
ー
マ
・：

く
に

み
の
人
（
国
見

町
に

勤
務

す
る
方
も
可

）
▼
サ

イ
ズ
・
：
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト

四

つ
切

（
ワ
イ
ド
可

）
▼

応
募
期

限
・：

八
月
二
十

三

日

▼
審
査
・：

八
月
下

旬
に

行

い
グ
ラ
ン
プ
リ
賞

を
は

じ
め
各

賞
の
審
査
を

お
こ

な

い
ま
す
。

※
詳

細
は
次
へ
問

い
合
わ

せ
下

さ
い
。

★
応

募
先
・
問
い
合
せ

国
見

写
真
倶
楽
部
鈴

木
へ

一`一（
５
８
５

）
2
3
8

４

自
宅
で
大
学
の
授
や

放

送
大
学
で
は

、
平
成

十
四
年
度

二
学
期
（
十

月

入
学

）
の
学
生
を
募
集
し

て

い
ま
す
。
自
宅
で

大
学

の
授

業
が
受
け
ら

れ
る
放

送
大

学
は
、
Ｃ

Ｓ
デ
ジ

タ

ル
放

送
や
、
テ
レ
ビ

と
ラ

ジ
オ
で

授
業
を
行

い
、
自

宅
で

学
習
で
き
ま

す
。

▼
募

集
学
生
…
◇

全
科
履

修
生

（
卒
業
を
目

指
す
学

生

）
◇
選
科
履
修

生

二

年
間

在
学
）
◇
科
目

履
修

生

（
六
か
月
在
学

）
▼
受

け
付

け
期
限
・
：
八
月

十
五

日

▼
放
送
大
学
の

特
長
・：

◇
テ
レ

ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利

用
し

て
授
業
を
行

う
正
規

の

大
学
で
す
◇
入

学
試
験

は

な
く
、
十

八
歳
以

上
な

ら

だ
れ
で
も
入
学
で

き
ま

す
▼

一
科
目
で
も

学
べ
ま

す
▼

卒
業
す
れ
ば

学
士
の

学
位

を
取
得
で
き

ま
す

★
問

い
合
わ
せ

放

送
大
学
福
島
学

習
セ
ン

タ
ー

｀
1
0
2
4（
９
２
１

）
7

４
7
1

お
知
ら
せ

困
っ
た
と
き
は
お
気
軽
に

裁
判
手
続
相
談
セ
ン

タ
ー

福
島

県
司

法
書
士
会
で

は
「
裁
判
手

続
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
福
島

市
新
浜
町

の
司
法
書
士
会

館
内
に
開

設
し
ま
し

た
。

毎
月
第
一

土
眼
日
に
事
前

予
約
に
よ

り
「
裁
判

手
続
無
料
相

談
」

を
実
施
し
ま
す

。

訴
え
ら
れ

た
と
き
、
訴

え
た

い
と
き

、
家
族
親
族

間
の
心
配

ご
と
等
お
気
軽

に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
予
約
番

号

啻
５
３
３
－
5
5
3
9

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県

司
法

書
士
会

啻
５
３
４
‐
7
5
0
2

年
金
の
お
知
ら
せ

「
国

民
年
金

推

進
員
」
つ
て

知
つ
て
い
ま
す
か
？

平
成
十
四

年
四
月

か
ら
国
民

年
金
保

険
料

は
国
に
直
接

収
め
て
い

た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
っ
て

県
内
の
各
社

会
保
険
事
務
所
に

「
国
民
年
金
推
進
貝
」

が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
国
民

年
金

推
進
貝
」
は
納
め
忘
れ
た

保
険
料
の
収
納
や
申
請
免
除
の
相
談
、
口

座
振

替
の

推
進

な
ど
の
仕

事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

昼
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

、
皆
さ
ん
の

仕

事
が
終
わ
っ

た
夕
刻
や
休

日
に
も
訪

問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
国
民
年
金

推
進

員
」

が
、
皆

さ
ん
の

お
宅
を
防
ね
た
際
に
は

、
国
民
年
金
に
つ

い
て
聞
い
て
み
て

く
だ

さ
い

。

な
お
、
「
国
民
年

金
推
進

員
」
は
福
島

社
会

保
険
事
務
局
発

行
の

身
分
証
を
持

参
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先

東

北

福

島

社

会

保

険

事

務
所

一`一（
５

３
５

）
0
1
4
1

国

見

町

役

場

住

民

課

年
金

係

容
（
５

８
５

）
２

１

７

Ｑ
Ｗ

夏の交通事故防止 県民総ぐるみ運動
スロー
ガン

｢あわてるな はやる心に ベルト締め｣

運動期間７月16日(火)～７月25日(木) ( 10日問)

こ れからの時期は､ 子どもが屋外で活動する機会 が増

えること に加え、暑さ や行楽による疲労、解放感による

交通事故の 増加 が懸念されるこ とから､ 次の点 に注 意し 、

交通 事故の防止に努めましょう。

・ 行楽、帰省等の 長距離運 転に

よる過労運転を避ける

・ 薄蕃時 や夜 間外出 時 は目 立

つ 服装と 夜 光反射 材を 活用

する

・ シート ベル トと チャ イルド

シートの着用徹底を図る



終
戦
後
海
外
引

揚
者
か

ら

税
関
が

お
預

か
り
、
保

管
し

て
い

る
通

貨
・
証
券

等

を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

次

に
心
当

た
り

の
方
は

お

問

い
合
せ

く
だ

さ
い
。

○

終
戦
後
、
外
地

か
ら
引

揚

げ
た
方
が
上

陸
地
の
関

税
、
海
事
局
に

預
け
た
通

貨
・
証
券
な
ど
。

○

外
地
の
集
結

地
に
お

い

て

総
領
事
館

な
ど
に
預
け

た
証
券
の

う
ち

、
日
本
に

送
還
さ
れ

た
も
の
。

★
問
い
合

わ
せ

小

名
浜
税

関
支

署
福
島
方

面

事
務
所

豐
（
５
３
４

）
２

下
水
道
技
術
者
資
格
試
験

平
成
十
四
年

度
下

水
道

排
水
設
備
工
事
責

任
技
術

者
資
格
試
験

及
び
受
験
講

習
会
を
次
の
と

お
リ
開
催

し

ま
す
の
で

、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま

す
。

▼
試
験
日

…
平
成
十
四
年

十

一
月

二
十

四
日
（
日

）

▼
試
験
場

所
・：
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト

ふ
く
し

ま
（
郡
山

市
安
積
町

）
▼
受
験
講
習

会
…
十
月

三
十

又
は
三
十

一
日

▼
申
込

期
間
：
一
八
月

十
二
日

か
ら
九
月
二
十

日

ま
で

▼
申
込
先
・：
都
市
整

備
課
下
水

道
係

★
問
い
合

わ
せ

、
申
込

書
・

案
内
書
の

講
求
先

都
市
整
備

課
下

水
道
係

｀
］（
５
８

５
）
2
9
8

４

商
業
・
サ

ー
ビ
ス
業

‘

活
性
化
資
金
融
資
制
度

商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業

者

が
店
舗
等

の
改
善
や
情

報

化
推

進
、
大
型
店
進
出

等

に
よ

る
経
営
改
善
を

行
う

場
合

に
、
金
融
上
の
支

援

を
目
的

に
商
業
・
サ

ー
ビ

ス
業
活

性
化
資
金
が

設
置

さ
れ
て

い
ま
す
。
こ

の
制

度
は

、
県
及
び
町
か
ら

の

資
金

を
も
と
に
、

県
中

小

企
業
団

体
中
央
会

を
介
し

融
資

さ
れ
る
制
度
資

金
で
、

有
利

な
借
入
条
件

に
よ

り

商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
者

の

保
護

育
成
を
図

る
も
の
で

す
。
▼

融
資
利
率

一
・
九

％

以
内
▼

融
資
限
度
額

設

備
資

金
四
千
万
円
　

運
転

資
金

二
千
万
▼
融
資

期
間

十
年
以

内

詳

細
は
企
画
商
工

課
、

商
工

会
及
び
取
扱

金
融
機

関

（
銀
行
、
信
用

金
庫
）

へ
問

い
合
わ
せ
、

ご
相
談

く
だ

さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か
　
・
’

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
現
場
で
働

く
方
々

が
安
全
・
確
実

・
有
利
に

退

職
金
が
受
け
取

ら
れ
る

国

の
制
度
が
、
建

築
業
退

職
者
共
済
制
度
で

す
。
共

済
手
帳
に
働

い
た
日
数
に

応

じ
証
紙
を
は

り
、
建
設

莱
界
で
働
く
の

を
止
め
た

と

き
に
、
退
職

金
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
次

へ
お
問

い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

助

労
者
退
職
金

共
済
機
構

健
退
共
福
島

県
支
部

｀
］（
５
２
３

）
1
6
1
8

ありがとうございました　

緑 の 募 金

みなさ砥 三1 力い ただい たF 緑の募 金｣ は 、

おかげ曵まで目標翕令達稗S; した｡ 今後県

緑化推進委員会から の配　　により 、町内の

緑化事業に活用いたし す ｡  協 力
とﾖ

と

うございまし た。Udi

募 金総 額665:299 円　 ‾

内訳 蜃庭募金463.350 円

企業募金139,000 円

Ｊ 職場募金　56.313 円
一般募金　　6,636円

●あなたの勇気にこ たえ ます●

県警では、各種の被害相談窓口を設け、

被害者の方などからの様々な相談に応じ

ます。
警察総合相談コーナー1?533 －9110

性犯罪被富no 番　　 贓〕120－5(x3732

ヤングテレホン　　　 フ?5 ｰ 4141

いじめ110番　　　　 ・01  ｰ 7  110

女性被害相談所　1  部 一

●犯罪被害給付制度●

この制度は、通り魔殺人等の故意の犯

罪行為により不慮の死を遂げた被害者の

遺族又は身体に障害を負わされた被害者

等に対して、社会の連帯共助の精神に基

づき、国が給付金を支給する制度です。

詳しくは次へお間い合せください。

福島県警察総合相談課 讐522 ｰ 2151

８月の心配ごと相談

５日㈲ 二瓶　 茂゛A
Iな蘊 正子14

15日爾 松浦 惣一″4

占川 ウメ14
日 圀 佐久圖 巖･4

中山 鵬P4

●場所 役場( 2 新 )
●畤同 乍吋９畤～£乍

人口と 世帯

平皮14 年６月1日現在

人口11.086 人（－ ５）

男5  , 318人（－５）

女5.768 人（土Ｏ〉

出生 ８人 死亡 ５人

転入16 人 転出24 人

世帯3  , 214世帯（－ ３）

結

婚
お
め
で

と
う

半
澤
　

一
隆
丿

佐
藤
久
美
子

″
‘

耕
　
谷

斎
藤
　
　
勉
～

宮
崎
エ
リ
子
？

藤
田
光
陽

八
巻
　
純
一
丿

中
野
　
巧
美
ｊ

第
　

７

松
田
　
勇
人
丿

松
浦
　
育
子
ｊ

藤
田
光
陽

大
戸
　
勝
美
丿

竹
腰
ち
え
子
ｊ

徳
江
北

遠
藤
　

善
昭

。
‘

安
藤
ひ
と
み
Ｉ

藤
田
宮
的

八
鳥
　
　
章
丿

佐
藤
真
紀
子
ｊ

宮
町
南

’誕

生

お

め

で

と

う

片
平
大
通
ｙ
（
藤
田
光

陽
）

信
貴
ｊ
・
る
み

子
ｊ

７

・’
Ｅ
ふ
申
じ

亠
ｆ

ま
″

武

田

庄

吉

丿

酊
（
宮

町

北

）

吉

田

武

夫

丿
7
6（
第
　

４

）

鈴

木

ヒ

デ
～
8
1
（
川
　

内

）

長
谷
川
市
男
丿
7
1（

高
　

城

）

大
和
田
与
忠
に
I
7
6
（
宮

町

南

）

八
巻

正

一
j
7
9
（
徳

江

北

）

大

津

昭

一
j
7
5
（
第
　

３

）

（
６
月

末
日

ま
で
に
、
当

町

窓
口
で
受
付

し
た
方
で

、

住
所
を

有
す
る
方
を
掲
戟

し
ま
し
た

。
）

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し出下さい。

終
戦
時
引
揚
者
の
方
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

( 585 ) 70 FAX  ( 585 ) 2707

～
阿
津
賀
志
学
級
、
成
人
学
級
、
く
に
み
女
性
教
室
～

合

同

学

習

会

「

環

境

を

考

え

る

」

「
地

球
は

青

か
っ

た
」
こ

れ
は

、

一

九
六

一
年

人
類

最
初

の
人

工

衛

星
で

地
球

を

回
っ

た
ソ

連
の

宇

宙
飛

行
士

ガ

ガ
ー
リ

ン

の
言

葉

で
す

。

こ
の

美
し

い
地

球

が
、

危
機

に

さ
ら

さ
れ

て

い
ま

す
。

地
球

の

温

暖
化

、
オ

ゾ
ン

層
の

破
壊

、

水

質

汚
染
、

増

え
続

け

る
ご
み

の

問
題

や
不

法

投
棄

な
ど
：

…

「
分
け

れ

ば
資
源

、
混
ぜ

れ
ば

た

だ

の
ご

み
」

と

い
う

言
葉
が

あ
り

ま
す

が
、

わ
が

町
で

は

、

平

成

八
年
度

か

ら

ペ
ッ
ト

ボ
ト

ル

の

分
別

収
集

を
実

施
し

て

お

り
、

今
年

四
月

か
ら

は

、
ビ

ン

の
分

別
収

集
と

と

も
に
ご

み

の

減
量

化
、

資
源

化

を
勧
め

て

お

り
ま

す
。

六

月
は

、
「
環
境
月

間

」
で

す
。

そ
の

よ

う
な
折

、

阿
津

賀
志

学

級

、
成
人

学
級

、

く
に

み
女

性

教
室

の

合
同
学

習

で
環

境
学

習

の
第

一

歩
と
し

て

「
ご

み
の

減

量

と
リ

サ
イ

ク
ル

」
に

つ

い
て

、

福
島

県

環
境

ア
ド

バ
イ

ザ

ー
と

し
て

家

庭
ご

み
問

題
に

造
詣

の

深

い
、

阿
部

美
野

子
様

を

講
師

と
し
て
六
月
二
十

八
日
（
金
）

に
三
学
級
生

匸
一
五
名
の
参
加

の
も
と
学
習
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

県
内
各
地
で
の
ご
み
細
分
別

取
り
組
み
や
家
庭
で
リ
サ
イ
ク

ル
や
環
境
保
全
に
取
り
組
む
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
お

話
し
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
を

機
会
に
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分

達
の
生
活
を
兄
つ
め
直
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿津賀志学級・成人学級

くにみ女性教室

合同グループ学習

スポーツ民踊

三
学

級
に

よ

る
合
同

グ
ル

ー

プ

学
習

と
し

て

「
ス

ポ
ー
ツ

民

踊

」
は

、
福

島

県
ス

ポ
ー
ツ

民

踊

指
導

員
の

佐
藤

ク

ニ
子

先
生

を

講
師

に

迎
え

、
全

六
回

の
学

習

計
画

に
よ

り
六

月

二
十

一
日

（
金

）
か

ら
は

じ

ま
り

ま
し

た
。

第

一

回
目

は
、
学

級

生
三

十
七

名
が
参
加
の
も
と
、
先
生
の
説

明
を
受
け
て
か
ら
、
か
ら
だ
解

し
を
し
て
前
年
の
復
習
と
新
曲

の
練
習
を
し
ま
し
た
。
曲
に
合

わ
せ
て
踊
り
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
民

踊
は
、
健
康
づ
く
り
と
し
て
ど

な
た
に
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

昨年の町民大運動会での演枝

行事のお知らせ

（ ７月 ）

15日(月) 阿津賀志学級(園芸教室)

移動図番館(大木戸小)

16日(火) 移動図曾館(大枝小)

17日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

19日(金) 合同グループ学習

(スポーツ民踊)

24日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

くにみ女性教室

(３Ｂ体操)

30日(火) 少年仲間づくり教室

Ｓ　　( キャンプ　国立兩蔵王

8/1日(木) 青少年野営場)

２日（金） 子育て教室

(しづ 屶こついて話し合おう)

５日( 月) 休館日

７日( 水) 合同学習 会( 町長講 話)　　

阿津賀 志学級

(朝 顔鑑賞会)

(8 月 》



子育て
教　室

「
端
午
の
節
句
」
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
交
流

六

月
十

四
日
（

金
）
に
子

育
て

教
室

で
は

、
端

午

の
節

句
の

会

を
行

い
ま

し
た

。

始

め
に

、

お
母

さ

ん
達
は

、

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
さ

ん
の

手
ほ

ど

き

で
ち
ま

き

作
り

に
挑

戦
し

ま

し

た
。

お
母

さ
ん

の
中

に
は

、

初

め
て

の
体

験
と

言

う
人

も

い

て

悪
戦

苦
闘

し

な
が

ら
収

り
組

ん

で

い
ま
し

た

が
、

全
貝

が
予

定

時
間

内

に
五

個
ず

つ
ち

ま
き

を
結
い
匕
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

次
に
、
節
句
の
会
で
は
、
兜

を
折
っ
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、

ち
ま
き
を
食
べ
た
り
、
み
ん
な

で
収
心
に
返
っ
て
節
句
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
、
節
句
に

ま
つ
わ
る
片
話
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
が

当
日
に
備
え
て
前
日
か
ら
色
々

準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
み
ん
な
で
楽
し
く
交
流
し

な
が
ら
、
こ
の
地
方
に
伝
わ
る

端
午
の
節
句
の
風
習
に
つ
い
て

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観月台文化情報

県北中学校
吹奏楽部演奏会

8 月２５日(日)

13:３０～

入場無料

閥い合わせ 生薑学習課 文化艨貝偏0  (  58 引 2676

受講生募集
（ 町民陶芸教室募集）

内　 容　　 初心者向けの陶芸

(手ぴねり、タタラ作り、絵付け、釉

掛け など作品製作)

日　 時　　 ８月24日､ ８月31日､ ９月14日､ ９月21日

(土曜日　 ４回)

9 :30～11:30 ( 2時間)

場　 所　 観月台文化センター　 陶芸室

定　 員　16 名

対　 象　 国見町に在住又は､町内の職場に勤務

する方

講　師　 陶芸家　 佐久間　 ―先生( 東和町)

材 料費　　1  .500円

申し 込み及び問合せ

８月 ２日淦)まで生涯学習課

生涯学習係へ

電 話での申込み可 ７?024-585-2676

ス
ポ
ー
ツ

一生懸命のプレーに拍手
６月２日から16日まで開催された町長杯スポーツ大会。８種目の競技に500

人が参加し、熱戦を繰り広げました。結果は次のとおり。
【ソフトボール】▼優勝･-･あつかし▼翠優勝･‥石母田スポーツ振興会Ｖ３

位…太陽、潮11 1ゲートポール】Ｖ優勝…藤田Ａ▼準優膀･･､石母田▼３位

…藤田Ｂ【卓球1 ▼優勝一･-石川武正 －羽賀アキ子組▼準優勝…渡辺芙智子・
渡辺等組▼３位…古内由克・阿部まさ子組【軟式野球】▼優筋…国見ジャ

イアンツ▼準優勝･･･ピエロ・ベースボールクラブ▼３位･･－ガッツ| バウン

ドテニス】Ｖ優勝･･･鈴木孝雄・鈴木一子組▼準優勝…本田幸吉・大竹ツネ
相▼３位･･-睛原アキイ・石川キン組l グラウンドゴルフ】▼優勝･-･高橋直
子▼準優勝‥･宮西スィ子▼３位‥･赤坂豊治1 スポ少ソフトボール】Ｖ 優勝･･･

驫江野Ｖ準優勝…小坂スパークス| 家庭バレーボール】▼優勝‥･ドリー

ム▼準優勝…ブラックパンサー▼３位…スピリッツ

町民プールは 月 25 目まで

時 間　１回目…9:30 ～11:30

2 回目…13:00～15:00

3 回目･･･15:30～17:30

4 回目･･-18:30～20:30

料 金　・一般･･･150円
(夜間250円)

・高校生…100円(150円)

・小中学生…30円(50円)

・幼稚園児以下…無料

注　意　気温、水温、天候など、

条件が良くない場合は便

用を中止します／一人1

回２時間以内／小学生以

下は、保護者同伴で。た

だし、小学４年生以上で

25m 以上の泳力がある場

合は除きます／小中学生

が夜間に使用する場合は

保護者同伴で。



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

大
好
き
な
町
だ
か
ら

心
地
よ
さ
を
知
っ
て
い
る

愛
す
る
町
だ
か
ら

快
適
さ
を
も
っ
と
活
か
せ
る

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活

か
し

、
ゆ

と
り
安
ら

ぎ
、

そ
し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
。
価
格
は
安
く
、
設
備
は
万
全
、
支
援
は
有
利
と
三

拍
子
そ
ろ
っ
て
い
る
の
も
、
国
見
町
が
国
土
交
通
省
「
新

ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
推
進
事
業
」
の

補
助
の

も
と
、

し
つ
か
り
つ
く
つ
た
も
の
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。

現在69 区画を分譲しており 、先着順に

要望区画 が選択でき ます。 建築期間の制

限は無く、将来予定さ れる 子供さん等の

ためにも 鯛入いただけ ます。この機会に

是非現地をご覧ください。

詳細は下記へお問い 合せください。現

地案内も随時行っており ますので、お気

軽に連絡ください。

お奨めポイント
ﾎﾟｲﾝﾄ･:t一国見 町がし っかり 支援

ニュータウン分譲斡旋奨励金支援事業とし

て分譲斡旋を頂いた場合、１区画あたり30
万円か支給されます。

ﾎﾟｲﾝﾄa･建てると有利
Ｕ Ｉターン者建築推奨事業として土地家屋に
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